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林業成長産業化構想技術者育成研修の四国ブロック研修を、自治体、民間林業事業体の皆さん
にも参加いただきグループワーク形式にて開催しました。

この研修は、林業成長産業化に資する技術力の向上を目的に、ＩＣＴ等を活用し森林資源や地
形の把握を行い、林道整備計画や地域の特性を考慮した森林整備計画を検討、作成するもので、
高知県中土佐町において国有林と隣接する民有林を演習地に、およそ1,000㏊の森林について10
～20年先を視野に入れた全体構想を踏まえて、林業専用道計画（10年分）と森林整備計画（５年
分）の構想をとりまとめ最終日に中土佐町の林務担当者に向けてプレゼンテーションを行うとい
う形で実施しました。

１日目：外部講師等による演習地等の説明、ＱＧＩＳ（地理情報システム）、ＦＲＤ（林道・
路網の設計ソフト）等のツールを使用した路線の検討と「地域特性に応じた森づくりの構想」に
ついての講義を行いました。

２日目：午前中に「ドローンによる
森林資源の調査」として国有林内に自
動飛行経路を設定し、各班全員で操縦
しながら森林資源状況、路網設置の可
否等の確認をしました。
午後は、「森づくりの検討」として、

現在の林況を把握しつつ森林の混み合
い度を評価し、周囲の状況や森林の機
能等を考慮して各班で今後の森づくり
について検討した結果を発表しました。

３日目：プレゼンテーションに向け
て、演習地の森林整備計画や木材生産計
画（５年分）及び林業専用道計画（10年
分）をＦＲＤやＱＧＩＳ等を使用して、
各班毎に構想を作成しました。

４日目：各班毎に作成した構想のプレ
ゼンテーションを行い、活発なディスカ
ッションが行われました。

受講生からは「資料のみでは判らない情報が、現場で得られる
ことを再確認した」、「ドローンでの林況確認は山の形状が確認で
きとても参考になった」、「ＱＧＩＳでどのようなことができ、情
報が視覚化できるのか理解できた」「難しい演習だったが、自分の
中にプレゼンの考えを落とし込むという作業の重要性を改めて感
じた」等の感想が聞かれ、有意義な研修となりました。

この研修から学んだことや、感じたことを地域林業の成長産業
化に活かして頂きますよう、受講生の今後のご活躍を期待して
います。


